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財
政
事
情
報
告
書

東
郷
村
告
示
第
九
号

　灘

ｶ
鍵
還

　
　
　
　
　
　
　
歳
郷
村
長

一
、
設
え
が
き

　
村
敬
は
譜
唱
棚
田
た
る
村
財
岨
駅
の

裏
付
が
あ
っ
て
ζ
そ
始
め
て
円

瀞
迅
速
に
鑑
濁
せ
ら
る
の
で
あ

り
耀
し
て
5
こ
の
忌
引
は
村
鼠
州
の

姫
開
搬
が
既
に
卿
承
知
の
蓮
9
で

あ
り
雲
ナ
喝
礎
っ
て
村
臨
【
の
魯
周

搬
に
村
財
綾
②
あ
リ
オ
を
よ
く

知
っ
て
窺
き
、
よ
り
積
極
的
な

御
脇
力
を
悪
口
い
，
る
た
め
、

髄
掩
囚
圏
に
二
っ
て
村
の
財
殴

事
情
を
公
表
し
た
の
で
あ
り
雲

，
が
■
引
癒
覆
癒
、
今
画
昭
和

二
十
六
」
辱
農
最
濃
艶
竺
駒
と
そ
の

航
行
釈
況
及
び
噌
霜
二
十
七
嘩

慶
露
顕
②
権
嬰
整
ぴ
に
計
爵
敦

の
隠
蟹
を
公
表
し
重
し
て
講
和

琶
効
後
②
壮
電
弧
展
の
た
め
層

　
り

一
層
村
民
昏
位
の
騒
力
な
3
御

協
力
を
お
願
い
ナ
る
次
第
で
あ

”
ま
ナ
●

二
、
昭
和
二
十
七
年
度

　
予
算
に
つ
い
て

曜
霜
箭
一
十
七
儀
・
虐
【
案
・
村
の
亭
鑑

計
価
ゆ
、
⇔
鯛
に
考
罎
を
擁
は

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
亭
は
儲
漉

寸
醜
に
あ
る
同
郷
小
學
梗
の
玉

顔
τ
口
鏑
傭
鷹
感
電
の
賓
施
に

よ
る
糎
塵
恥
じ
療
厨
の
施
設
と

で
あ
り
窟
ナ
●
　
　
－

麗
麗
飾
の
よ
う
に
b
本
村
に
健

康
　
野
　
　
．
弘

な
ら
ぬ
た
め
、
本
革
魔
は
禦
郷

小
雛
・
校
の
一
櫨
叩
顧
命
門
院
二
四
二

浄
を
三
百
八
十
二
欝
八
千
円
で

改
築
を
計
漉
し
た
の
で
あ
り
ま

，
●
國
民
健
廉
保
触
村
直
話
齢
療
施

設
に
つ
い
て
は
一
寓
一
予
村
民

の
保
健
御
趣
「
上
絶
一
山
的
む
も
の

と
し
て
そ
の
必
腿
憧
▽
が
叫
ば
れ

錨
一
叢
の
一

て
る
た
、
め
葛
本
単
慶
に
お
い

て
施
設
し
實
施
ナ
る
こ
と
に
し

た
の
で
あ
り
堕
す
。

ヒ
の
国
民
健
廉
傑
験
村
邑
誉
診

療
所
施
設
越
冷
興
野
倉
計
鼓
い

と
し
て
一
匹
診
億
隠
隠
三
野
用
物
の
一
隅

築
と
各
糎
聲
鍛
樹
帯
器
具
の
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

入
費
と
し
て
の
み
鴎
甘
六
十
霊

肉
余
由
円
を
澱
算
に
計
上
し
た
の

で
あ
り
、
そ
の
貴
国
鑑
瞥
に
つ

い
て
は
更
に
豫
石
播
量
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
霊

し
て
篭
村
民
の
骨
髄
k
こ
の
制

旋
2
喝
騨
隅
を
充
分
に
謹
鮮
し
℃

轟
き
、
’
全
幅
的
な
卿
鰯
力
を
朗

待
ナ
る
も
の
で
あ
堕
ま
，
●

却
脱
、
宕
の
二
大
亭
瀧
を
行
う

た
め
に
は
國
【
庫
の
補
助
と
起
債

も
そ
の
財
潔
で
は
あ
り
重
す
が

禽
三
三
多
窺
の
駕
費
を
昌
三
三

潔
か
ら
支
出
し
な
く
て
は
な
ら

ぬ
た
め
弔
い
、
そ
の
他
の
施
策

聞
に
重
閃
親
「
慶
の
鷹
縮
を
加
え
ね

ば
な
み
ぬ
三
態
に
立
ち
麗
つ
た

の
で
あ
り
雲
す
σ
　
　
．

ζ
れ
が
た
め
知
假
に
す
れ
ば
限

ら
れ
た
財
潔
で
幽
回
し
た
竃
翼

下
策
を
行
う
こ
と
が
で
魯
る
か

と
い
ふ
ζ
と
に
つ
い
て
潔
く
心

を
帖
明
い
た
の
で
あ
り
裳
し
て
、

日
む
を
得
ず
一
部
②
縄
費
に
つ

い
て
は
今
後
新
た
に
財
潔
を
捕

促
し
幾
分
の
題
加
寛
正
を
し
な

く
て
は
な
ら
ぬ
酌
量
を
購
ぜ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
な
次
第

で
あ
り
雲
ナ
、
一
っ
て
村
民
駕

識
力
の
白
星
施
策
で
あ
る
麿
粛

紀
濟
費
は
勿
諭
価
和
道
宵
面
に

も
直
島
施
設
そ
の
他
に
つ
い
て

も
充
分
な
る
薦
鷺
を
計
上
†
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

り
雲
し
て
、
そ
の
大
嬰
は
弐
衷

（
薬
山
嵐
偶
の
一
、
二
及
三
）
の

通
り
で
あ
り
ま
ナ
。

そ村願顔鮮篠賃便
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第
一
表
の
三

、
欄
避
難
儲
雛
磨
霞
直
塵
藻
μ
脚

鷺

入

　
歳

敷億の計

7

　
8

拳
　
判
事
三
備
　
　
考

庫
巌
出
二
丁
奪
か
ら
の

　
門
訴
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
（

そ
　
の
　
他

　
　
計
　
　
　
贈
、
盗
へ
里
粕

施
　
設

　
　
　
　
　
　
　
鞭

硝
醗
加
を
琴
そ

一
肇
旦
億
　
幾

　
慧
懸
盤

夢
考
　
　
　
　
　
・

　
歳
入
食
出
と
も
そ
の
他
の
費

　
月
は
図
禺
億
禦
保
引
証
遮
に

　
曾
っ
て
蘭
引
を
嬰
す
る
も
の

　
が
一
円
三
三
に
計
上
し
て
あ

　
己
も
の
で
あ
る
。

三
、
昭
和
二
十
六
年
度

豫
算
と
そ
の
牧
入
支
出
，

　
の
概
況

　
一
、
昭
霜
二
十
六
年
麗
鞭
算

　
　
に
つ
い
て

昭
和
二
十
六
年
慶
澱
算
と
そ
の

編
成
山
が
針
と
に
つ
い
て
は
償
皐

　
　
．
の

‘離
　　1、蔦

1∴轟

小
継
舵
の
一
門
と
、
中
學
綾
は

率
梗
二
檀
℃
分
綾
齢
校
②
貯
八

憩
恥
が
あ
勿
湿
し
て
そ
の
う
ち
小

亭
梗
両
脅
は
何
恥
も
堪
朽
綾
脅

嚇
あ
り
、
就
中
、
犠
郷
小
學
礫

轟
金
と
野
営
小
馬
梗
冷
脅
と
は

濡
朽
の
厩
皮
聾
だ
し
く
何
れ
も

簾
藁
の
誕
に
亀
ら
恥
ζ
ゐ
δ
⑦

鱒
あ
働
霊
ザ
，
験
し
な
響
樫

捻
鋸
ぺ
為
慰
響
蟹
藻
虚
説

　
　
剥
し
臨
空
婁
宅
炉

既
往
三
ケ
勧
甲
聞
一
石
像
盛
儀
由
凝
望
瀬
瀬
比
較
鹿
　

（
一
番
下
が
本
剣
・
魔
肱
塚
償
哩
》

豊

噌
霜
皇
十
六
単
三

最
灘
瀕
二
二

　
全
へ
昊
（

翁
面
颪
、

　
晶
さ
「
昌
噸

哺、

ﾒ
亀
●
、
（
O

島
上
穏
葦
昌

　
魏
曳
鬼
造

霞
開
田
、
呂
一
発
塁

　
（
野
臥
謹
昌

　
圭
、
き

　
8
「
曇

　
回
誉
コ
角
一

一、

ｹ
（
（
、
繕
薦

　
　
一
R

冨
『
舶
混
、
回

軽
輩
肋

昭
和
二
十
七
挙
旋

實
初
二
重
観

　
　
尾
δ
　
　
湘
恋
、
会

　
　
爵
2
内
、
全
昌
、
楽

　
　
O
、
（
　
　
昌
（
六
、
美
（

　
　
鴨
七
　
さ
只
8
昌

　
　
這
、
　
曳
墨
二
、
（
穴

　
　
朗
、
O
　
　
＝
只
琶
O
昌

　
　
亀
、
　
　
亀
0
陶
、
昌
（
O

　
　
瓢
へ
　
　
國
、
毫
隣
、
二
六

　
　
風
、
O
　
　
角
亀
昆
、
邸
内

　
　
　
　
　
　
肉
昌
、
＝

　
　
O
、
一
　
　
§
ヤ
（
醐

　
　
網
、
O
　
　
廓
噸
鴨
昌
」
置

げ
　
　
臨
、
O
昌
、
内
剛
者

、
　
　
　
一
賓
δ
8

　
尉
8
♂

　
　
　
　
臨
十
二
。

各
　
目
の

百
分
比

　
　
昌
、

　
　
昌
内
、

　
　
一
、

　
　
呂
、

　
昌
へ

　
　
O
、

　
　
禺
、

　
　
一
曳

　
　
鳳
、

　
O
δ

　
一
、
－
δ
』

　
調
、

一
8
「

（
一
癖
下
が
歪
鷹
験
真
9

’

三
豊
器
警
護

紅
塵
二
十
六
卵
慶

朗
霜
二
十
七
卑
魔

重
書
霧
灘
鼠
申
分隠
②

嚢
輪

郭
撚

」
贈
猷
ジ
潟
藪
嫡
嗣
凝
，
噺
購
猟臨ll
i

　　　、．

　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

霊
月
魂
十
白
月
の
二
画
爬
蔦
づ

て
公
談
し
瀬
一
三
事
璽
君
讐

で
脆
噛
し
た
蕩
り
塾
緬
歯
稟
傷
・

単
に
互
つ
で
新
制
中
田
　
綾
迅
鳳
設

レ隅

墲
酎
W
岡
の
鶴
費
を
創
捌
じ
た
レ
め

そ
の
間
村
餓
耐
魅
潜
力
の
藏
一
三

鍛
に
充
分
の
吻
を
娼
争
こ
と
郵

で
き
な
か
っ
た
の
で
そ
の
力
面

の
二
二
に
慮
蝋
を
撹
向
し
た
②

で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
實
勿
鷺

隼
ぱ
き
い
で
は
役
鋤
愛
重
に
つ

い
て
は
艶
語
的
に
必
婆
な
人
件

費
を
験
垂
禦
聞
隠
題
償
②
塾
側

嘱
糧
魔
を
計
上
し
な
け
ね
ば
な

ら
な
か
つ
禽
の
で
あ
瞭
重
ナ
。

そ
の
優
村
岡
験
傑
俵
敦
傑
例
の

鍛
滋
と
土
木
及
耕
地
回
盲
復
旧

費
尊
⑳
圏
及
傭
支
餌
愈
の
見
細

し
が
つ
い
凄
、
め
欝
後
輿
酬
に

』4

E
て
蓮
加
寛
雄
を
行
い
霊
し

た
ζ
と
に
弐
峰
示
す
修
四
二
畿
の

一
及
二
に
掲
げ
る
曜
和
串
十
六

剣
・
魔
歳
入
△
隅
幽
源
算
当
加
菓
面

心
の
塗
り
で
あ
り
霊
ナ
o

r

f

別
豪
第
二
表
の
嶋

物
二
十
六
創
・
魚
食
幽
豫
算
当
加
累
計
棚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

騨
　
　
　
　
且

嘗
亀
鑑
雰

遭
　
　
　
　
顧

（
●
印
は
更
　
　
）

一
一
掘
五
月

第
二
回
九
月

第
五
圃
三
矧

鞭
嚢
摩
羅
期

　
　
口
　
　
U
　
ロ
　
一
爽
δ
（
O
　
置
六
六
δ
（
O

堺
　
　
’
　
の
二
「
　
譜
皿
　
一

入
　
算

’

　
　
鼠

　
‘（
¢
卵

嘉
　
　
　
・
懲

　
蚤
　
　
　
　
三
三
蝋

　
軸
　
　
　
　
　
　
氏
寡
賞
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
穫
の
一
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
鷺
鼻
賦
に
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ト
と
滋
千

　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
ゐ
δ

　
　
　
　
　
　
　
ρ
　
　
　
。

　
先
づ
器
皿
　
に
ゆ
い
て
髭
明
し

　
霊
†
・
壱
税
牧
に
お
い
て
六
十
五

　
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
P
て
る
雲
ナ

　
こ
②
こ
と
拡
噺
庸
二
十
四
駒
二

　
＋
宏
及
二
＋
六
奮
昌
ケ
年
聞
糊

　
次
い
噂
製
回
し
た
台
嵐
に
X
δ

　
農
林
謄
噛
及
家
憂
そ
の
他
の
被

　
警
雛
殊
の
外
遊
大
で
あ
り
出
置

　
駕
演
力
の
優
［
下
に
幕
因
†
も
も

　
り
と
は
計
え
ら
わ
む
輪
†
が
一
面

　
藤
山
止
以
魑
晒
の
納
秘
繋
闇
欲
の
三
下

　
も
大
嘗
な
鰯
悶
嘘
あ
り
更
に
柑

　
の
儀
暁
樹
樽
の
み
晒
卿
も
嘘
堀
因
の

　
一
と
櫓
ら
る
亀
の
で
あ
り
雲
ナ

　
寵
屈
本
村
量
け
る
材
粉
の
瀞

　
鋤
毘
楓
は
別
…
漏
櫨
二
二
の
二
の
肖
り

　
一
二
霜
二
十
醐
幽
・
謹
【
以
震
叩
の
も
の

　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
己
〃
蕊
智
唱
詠
十
一
万
二
予
西
哲
十

　
九
円
捉
逡
し
て
み
る
の
で
あ
り

　
室
し
て
b
村
財
殴
U
の
」
申
二
藍
を
傑

　
ム
7
、
嘗
の
，
村
議
の
三
唱
嗣
は
直
【
ち

　
に
も
り
て
村
倉
謙
執
行
自
由
轍
甲

　
を
嗜
む
の
駅
あ
三
囲
す
。

　
僻
か
る
見
池
か
ら
今
圃
村
に
お

　
豊
雲
し
て
は
役
冨
萄
二
心
分
掌
繕

　
例
を
改
慧
し
畿
稔
槙
躰
に
つ
い

　
て
は
犠
瀞
曝
秘
鵜
設
し
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，
ﾐ

・
癬
二
手
・
ﾐ

昏
韓
定
雷
細
ﾐ

決
竃
｝
議
、
F
ﾐ

。
　
　
，
　
　
　
　
、
．
～
ぞ
帆
．
∠
ﾐ

’
融
〆
窃
　
し
藩
ﾐ

　
　
　
サ
　
　
ド
タ
へ
ﾐ

上
奪
還
ﾐ

の
党
麿
　
．
聰
ﾐ

め
ﾐ

面
と
審
豊
残
．
8
ﾐ

筆
鷺
」
ﾐ

書
愈
議
ﾐ

、
、
ﾐ

　
刷
ﾐ

葉
ユ
冷
内
離
　
　
ヤ
ﾐ

樹
φ
轄
纏
貨
急
ﾐ

縮
・
、



覆
鹿
’

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
蒜
薄
欝
議
憾
蟻
矯
　
　
　
“
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…

瀦
b
、
・
婦
欝
餐
－
・
，

遥
湧
覇
畝
・
縄
薄
目
騒
画
一
卸
　
，
、
．
．
「
－
．
，
綴
糠
駕
鶯
．
・
エ
　
？
一
鳶
　
，
、
、
戸
，
，
嘱
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
崖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺
」
　
軍
里
鞄
貫
隔
旛
描
聯
搬
贈
艦
細
測
算
繋
撃
雛
紹
揺
捻
携
嬬
磯
温
隠
匿
鎚
，
墾
賞
稲
盈
袈
鎚
三
差
齢
麗
誰
胴
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
2
霧
4
5
6
〃
8
9
α
　
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
ー
コ
ー
コ
ー
コ
ー
ー
コ
ー
2

無
難

欝
欝
艶
艶
　
　
　
↑
ダ
齢
称
熱
凱
紺
蕗
襲
翰

－
．
，
プ
ベ
鉛
、
駄
駄
齢
欝
欝
㍑
、
訟
ピ
ひ
〆
　
、
国
∵

、
酬
瓢
鎌
継
膨
ジ
絡
鍬
一
軸
　　

@　
@
㌦
肝
蝋
痴
　
・
∵
簸
、
測
掛
縄
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
羽
、
轄
騙
悪
解
織
　
　
　
　
　
　
　
，

駄
鍵
欝
欝
　
降
臨
魏
，

　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
差
、
、
総
轄
翻
斜
戴
漏
　
　
　
　
　
　
「
腎
　
　
　
　
篭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

ち
憲

讐
ぱ
沸
：
｝
痴

葡
轍
三
顧

禽
嵐
－
藁
、
」
、
掘
縛

　
　
　
い
　
　
り
　
ザ
ヌ

　
罵
に
糊

し
雲
し
鷲

ぜ
す
部
．
、
壽

診
ゆ
土
地
董
　
：

直
直
約
｝
凋
一

心
わ
馨
幣
糠
‘

　
　
　
　
　
　
”
虫

墨
絵
食
繍

　
　
　
　
　
　
ユ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
ぢ

ち
農
露
の
二
募
　
「

額
と
し
雲
し
竃
　
　
一

丁
憩
ウ
も
わ
で
ψ
算
融
㎞

今
競
砿
こ
②
鱗
蔀
　
㎜
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

わ
け
で
』
0
隠
魚
ナ
9
棚
田
・
勲
レ

　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
や
お
ガ

　
以
上
「
良
壕
蟄
踊
場
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

に
つ
，
い
で
働
甥
鑑

根
搾
0
な
い

劃
δ
ζ
＆
砂
な
炉
　
　
一

も
つ
て
負
び
二
郎
嘗

四
望
し
℃
血
み
蓋
儀
騰

　
　
　
　
　
　
為
　
遥
舗
－
　

漁
業
箪
厘
馬

だ
よ
一
り
・
、
縣
購

　
　
四
月
二
十
二
総
丁

灘
協
飼
組
合
で
織

十
七
年
駆
通
幽
明
◎

催
し
て
役
概
◎
、
，

い
”
今
年
度
漁
僕

特
を
友
の
自
書
・
合
せ
．
．
．
認

　
　
　
．
鵠
　
：
．
痴

「
理
事
専
一
臨
、
・

　
　
　
同
歯
藤
，
馬

　
　
　
、
同
蘭
勘

　
　
、
三
佐
三
三
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
の
み

　
　
　
．
厨
蕾
懇

噸、

ﾄ
事
懲
気
．

　
　
　
　
　
川
蟄
，
浬
、

一
、
昭
和
二
十
も
　

馬
僕
〆
　
　
撫

　
　
鮎
　
　
　
　
　
－
」

一
贔
響
．

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
し

　
　
ウ
グ
［
イ
（
イ
岬
ク
と

　
　
鯉
　
　
　
賂
藷

　
右
目
格
は
何
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ト
　
あ

自
用
り
僧
円
繍
…
（
一
双
底
彫
㌃

組
合
員
は
組
合
指
定
⑫
“

貿
人
以
外
に
膝
飯
嚢
。

い
　
　
　
・
　
　
．
　
・
磯
上

　
　
　
　
卿
　
　
鞠
　
　
6
」

畿
贈
．
．
臨
醜

，



－
“
　
引

　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
戸
愈

　
　
　
　
　
　
　
！

鼎
．　
　
協
、
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
、

　
踊
　
ぶ
　
　
　
，
炉
　
　
　
鵡
、

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ロ
ル

　
．
駆
。
～

齪
　
7
　
　
命
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
噺

　
　
　
　
　
　
争
．
．

サ

㌧
、
舳

謬
，
洛

　
　
、

一
　
　
　
㌔

　
凡　
　
二
十
七
年
度
よ
ゑ
本
村
振

　
　
基
木
と
な
る
地
力
の
繕
持

　
　
に
次
く
ご
と
の
出
來
な
い

　
■
肥
黛
産
村
勢
興
陵
に
必
須
僚

　
や
あ
る
納
税
成
績
、
r
経
濟
安

鴬
φ
基
本
と
な
る
癒
濟
振
興
計

　
　
旙
の
血
杁
況
、
文
化
生
活
の

幽
憶
メ
ー
ク
r
と
な
る
公
民
鱈

　
　
の
欣
況
、
村
内
経
回
消
長

　
　
な
．
役
割
を
果
す
農
業
協
同

日
ぐ
・
サ
　
・
馬
餌
．
レ
獅
　
翅

堀

悔

響
　
破
繧

～
謬
駄
度
に
ケ
い
右

　
　
組
舎
の
利
用
等
村
勢
日
興
に
不

　
　
竃
欠
の
嬰
素
の
合
理
化
を
極
り

郵
嫌
魏
懸
劇
職
趨
灘

　
　
秀
振
部
落
を
表
彰
す
る
こ
と
に

避
・
な
軌
糊
し
た
の
で
郎
落
民
囎
致

　
　
．
・
協
力
し
て
表
彰
の
榮
冠
を
獲
得

　
　
す
る
様
に
致
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
ト
、
堆
肥
野
臥
　
戦
時
・
申
か
ら

　
　
．
．
熊
遡
な
利
用
に
よ
つ
で
央
わ
れ

　
　
一
だ
地
力
を
樵
持
場
臥
し
土
地
の

許
　
生
産
性
を
高
め
る
た
め
品
質
の

　
　
、
よ
い
完
熱
堆
肥
を
反
…
嘗
三
百
貫

享
似
上
を
環
擬
と
し
て
壌
産
に
努

霧　
　
げ
で
下
さ
い

　
　
慧
鱒
、
・
納
税
成
績
　
沓
種
村
税
の

罰
励
理
雛
臨
監
臨
戦

解
箸
緩
誉
竺
響
鍵

細　
　
さ
れ
な
い
糠
に
納
税
組
合
の
活

遡
　
動
を
醜
態
に
し
て
下
芒
い
－

㍗．

T
細
螺
麟
讐
備
て
部

　
　
．
琶
．
剛
情
に
即
し
た
部
落
計
鐵

徴
、
　
を
樹
立
そ
の
蓮
成
に
努
力
し
又

　
　
役
場
と
の
蓮
絡
報
告
等
も
期
目

　
　
迄
に
ば
必
ず
鯛
査
報
告
す
る
檬

　
、
　
　
に
し
て
下
さ
い

　
　
購
」
公
民
舘
蓮
櫨
【

星
　
　
萌
る
塾
村
、
、
畳
か
曜
村
は
公
民

　
　
舘
摺
動
か
ち
生
れ
ま
す
公
民
舘

　
　
・
が
甑
ん
の
無
論
も
な
く
す
ら
す

．
諺
と
簿
螢
さ
れ
、
民
主
一
体
が

　
　
－
活
殺
駕
盗
々
そ
の
図
駒
に
從
つ

　
　
宏
蓄
勧
し
桑
會
の
闇
黒
が
働
行

　
　
窃
れ
全
員
聞
合
弦
ム
立
派
な

　
　
、
計
樹
が
實
施
遷
れ
ぎ
心
よ
う
「

　
　
火
災
や
傷
魯
戸
等
ρ
不
墨
客
に
よ

　
　
器
癖
故
む
凄
く
篤
蟄
的
に
産
業

　
　
．
糖
濟
の
勧
糠
で
あ
る
遭
驚
の
俸
．

　
　
翼
や
歯
覆
彌
も
出
藍
る
よ
う
に
努

“，

浮
ｵ
て
護
9

、
　
雅
、
旨
農
協
の
利
用
　
　
」
俘
．

　
　
　
　
　
蕊
癒
艦
偲
さ
れ
生
産
養

　　

@
樋
難
鍛
塁
で
募

　
・
　
　
　
黎
饗
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
に
つ

♪
臼
　
録
諭
，
、
　
r
い
い

醗
講
　
難
羅
　
灘

　
　
　
ワ

ζ
と
に
な
脅
て
い
ろ
け
魁
勘
も
慣
習
倉
搬
盛
相
嘗
繍
に
土
・

つ
て
い
み
ρ
で
寺
迫
部
蕩
②
便
宜
導
も
あ
り
何
卒
七
分
、
数

助
成
を
赴
駁
埜
し
た
い
　
　
　
　
，
　
　
　
”
〆

ね

醸
　
搾

占　
　
　
礎
、

て
優
秀
な
部
落
を
表
彰
ナ
る
ζ

と
に
な
レ
ま
す
の
で
各
歩
車
共

夙
致
躍
動
村
勢
の
振
興
に
御
盛

が
下
さ
い
ま
す
榛
御
願
致
し
卦
．

す
。
　
　
　
　
　
勘

三
月
臨
時
四
丁
の
結
果
に
つ
い
て

東
郷
村
議
會
三
月
臨
時
麟
禽
は

昭
和
二
十
七
年
ミ
月
二
十
二
日

午
前
十
時
哀
郷
．
丁
霊
議
霊
堂
に

措
集
せ
み
れ
舎
期
九
日
欄
に
亘

り
左
記
重
要
案
件
を
三
三
可
決

　黙
F
」
麟
講
論
　
騨

斐
付
順

．
　
陳
　
　
情
　
　
の
　
　
要
　
　
旨

．
盤
、
捷
　
　
出
　
　
者

備
　
　
　
、
考

ω

八
重
原
、
圭
々
呂
調
線
と
河
原
線
の
道
路
補
修
維
持
の
た
・
め
、
道
路
工
夫
一
名
を
常
置
し
た
い
が
と
の
エ
夫
常
置
に
つ
い
て
幾
分
か
の
村
費
補
助
を
お
願
い
し
た
い

「
採
・
　
6

代
、
表
　
佐
．
藤
儀
ヨ
郎

二
丁
部
委
員
會
付
託
　
　
　
　
　
　
　
‘

②

灘
雛
灘
難
壁
と
に
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
、
と
れ
に
つ
い
て
何
と
駆
村
費
の
助
蔵
を
願
い
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義

鵜
　
　
　
　
　
“
－
代
　
表
　
　
同
高
郡
，
司
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
　
　
外
　
二
名
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
「
紬
務
郁
委
員
回
付
託
｛
　
　
’

茜
，
’

、
⑧

採

代
表
．
，
　
日
　
高
郡
．
『
　
　
　
外
二
名
「
　
　
　
　
　
　
　
炉

　
　
　
　
　
　
　
、
　
7
二
丁
蔀
　
　
　
　
・
7
守
旧
付
託
　
、
　
　
　
　
　
　
　
哨

燭

葱
灘
灘
蝦
墨探

　
　
　
　
　
　
　
噛
巖
　
　
小
新
劇
　
P
T
A
等
長
　
，
新
．
名
．
　
宏
量
落
駐
在
所
長
・
　
田
邊
’
清
吉

二
二
八
月
の
　
、
一
村
脅
に
調
い
て
探
撮
せ
ら
れ
転
載
部
委
員
、
會
、
へ
付
託
さ
れ
て
い
．
る
も
め
　
　
　
　
　
．

’

．
現
在
の
貰
瀬
渡
舟
は
從
來
、
慶
瀬
噛
旦
紺
尾
纐
胡
国
の
共
、
三
三
搬
で
進
級
し
て
過
て
い
る
が
ヤ
朗
に
霧
輝
く
使
隠
語
能
離
礁
噸
総
監
縄
離
難
雛
∴
繭
瀬
に
証
し
助
成
転
身
傍
が
あ
っ
て
い
る
が
部
落
0
堅
陣
面
に
モ
の
余
裕
が
な
く
困
っ
て
い
る
a
で
村
の
方
で
何
ど
か
助
成
し
て
い
た
同
訓
卜
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
覧
　
　
“
，
細
塵
部
落
駐
在
所
長
　
，
珂
邊
清
吉
　
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
外
・
薬
名
　
　
　
　
　
攣

　
　
　
　
　
　
　
　
，
纈
濟
部
・
委
員
會
付
託

」
⑥
　
’
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
甲
野
内
部
落
は
道
路
む
弓
鋸
全
で
曳
山
嶽
地
帯
で
あ
り
い
羅
藻
織
無
難
魏
議
で
之
の
二
野
金
を
部
落
の
寄
附
に
頼
り
新
式
ガ
・
ソ
ツ
ン
潔
ン
プ
魯
売
出
）
を
構
入
ず
る
ζ
と
に
翻
落
の
意
見
が
榊
無
し
た
の
で
あ
る
癬
属
し
る
多
繊
め
費
用
に
上
り
劃
底
部
落
の
み
の
負
循
を
も
つ
て
し
璽
に
容
身
や
な
い
の
で
何
奎
怨
，
分
の
村
費
の
補
助
を
お
廟
い
し
た
い
’
　
　
　
　
　
し

　
｝
探
　
」

濫
．
灘
　
灘
鶴
離
離
晦
癌
蒔
「
鼻

認
ザ
磐
越
’
　
　
　
　
　
抽

　
　
　
　
　
　
，
r
工
務
葡
　
　
，
粂
賓
轡
付
託
　
　
　
　
　
、
》
亀
，
」
「
ノ
鮎
b
糺
　
　
　
　
》

▼
　
層

徽
、
、

塘
雅

．
　
　
し

（8）

荷
過
税
中
荷
積
牛
馬
車
と
し
て
工
業
用
の
難
題
重
工
　
用
・

「
の
馬
車
も
U
率
と
し
て
課
税
の
射
象
と
さ
れ
る
．
範
凌
は
不

・
合
理
か
あ
る
牛
罵
の
龍
力
に
慮
　
じ
て
も
我
々
0
飼
青
し
て

い
る
撫
盛
▼
鷹
体
楕
が
貧
弱
で
あ
り
年
聞
の
牛
溺
の
使
用
日
・

敏
も
召
水
に
涛
け
る
月
一
は
四
十
二
日
と
ざ
れ
て
刷
る
、

そ
の
庫
蓮
搬
に
使
用
す
る
日
敏
愉
推
し
て
知
る
べ
密
で
あ

温
簸
騨
聾
雀
毯
鰐
畷
認
駆
駅
鮮

を
考
慮
さ
れ
て
課
税
に
つ
．
‘
い
て
現
在
の
八
百
円
を
餌
百
円

に
引
下
げ
て
螂
た
讐
密
た
い
　
r
　
　
　
～
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

Lトー
三

無、

p，

／

「
一
落
代
表
，

　
　
灘
，
野

竹
誰

　
台

が
4

r

，
　
嘱

・
ず
増

　
　
〆
「
　
　
扁
．

窮
付
託
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
恥
　
幽

’
　
　
　
　
　
齢
」

農
委
喜
吉

　
◎
本
年
度
の
交
換
分
合
實
施

寸
寸
が
寸
寸
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
交
換
分
合
な
迫
野

内
、
田
野
二
陣
を
實
施
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
す
。
　
、
　
　
・

　
◎
土
地
改
良
二
〇
〇
町
歩
を

實
施
し
ま
．
す
。
　
　
　
，
，

　
交
換
分
合
に
併
行
し
て
、
土
．

地
改
良
を
行
う
こ
と
に
し
て
、
｝

　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

本
下
戸
二
〇
〇
町
渉
の
隻
遭
、

水
路
、
旺
劃
整
理
奪
を
十
三
し

喜
ず
。

　
◎
朋
飯
地
回
の
交
換
分
合
ば

、
回
り
ま
し
た
。
　
　
　
。
．
－

　
羽
坂
の
交
換
野
合
ぱ
鶴
野
貯

’
に
恥
績
き
行
わ
れ
な
が
ナ
こ
ぶ

　
る
順
調
忽
進
み
七
五
町
歩
の
全

耕
地
に
封
、
し
て
一
穏
町
歩
の
土

　
地
が
移
動
し
、
今
夏
作
よ
9
山

地
の
交
換
が
爲
さ
れ
る
よ
．
う
に

な
り
ま
し
た
。
．

　
◎
未
墾
地
の
開
拓
に
つ
い
て

　
買
牧
未
墾
地
の
寵
分
セ
更
け

て
み
る
人
は
去
る
三
月
の
調
査

で
も
注
意
し
た
よ
う
駕
開
麗
ル

　
て
る
な
い
土
地
の
配
努
な
三
二

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
0
。
で
五

月
中
に
確
定
門
出
牝
賞
施
し
ま

．
す
か
ち
そ
れ
迄
三
三
了
す
る
よ

う
三
三
し
涌
す
。
ぐ
．
　
・
　
（

　
然
し
三
月
の
罰
査
で
不
遮
地

－
に
三
三
さ
れ
た
江
…
地
の
配
分
者

三
三
最
鴻
嵐
回
し
た
の

’
で
そ
σ
人
は
、
階
灘
ず
る
櫨
莉

を
失
っ
た
ζ
と
に
想
ガ
・
ま
す

．
◎
憂
地
の
賞
箕
に
ウ
」
い
て
．

　
農
地
の
費
賃
に
つ
い
て
に
許

可
制
で
あ
る
爲
皆
輩
ん
｝
り
許

可
串
請
が
提
出
さ
れ
℃
漏
り
ま

す
が
～
ぷ
の
櫓
・
纏
臨
事
鶏
六
ケ
見
．

迄
に
出
し
て
下
洛
い
　
　
、
．
．

　
　
　

「
融
齪
騨
望
樋
、

許
可
に
な
ち
な
い
土
地
を
移
動
．

し
た
時
は
登
肥
が
出
楽
す
又
毎

期
の
遍
用
を
受
け
る
ご
と
に
な

り
ま
ナ
。
、
、

　
ω
、
賀
受
人
が
そ
の
土
地
を

取
得
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
法
定

保
有
田
野
を
超
遡
ナ
る
場
合

〆
三
二
受
人
が
そ
の
土
地
を

嵐
外
す
る
鰍
力
淋
な
い
．
場
合
．

　
、
⑧
、
　
箕
受
人
が
そ
め
土
地
を
・

作
付
す
る
ζ
と
に
よ
り
生
産
力

が
低
下
す
ち
場
合
・
　
　
，
・

　
．
㈲
、
買
受
人
が
そ
の
土
地
を

合
せ
て
も
経
費
面
積
が
三
反
歩

・
に
回
し
な
い
場
合
　
　
　
　
・

　
⑤
、
モ
の
他
農
業
奨
最
會
が

遍
嘗
で
な
・
い
と
認
足
し
た
場
合

　
樹
政
府
あ
ら
賞
渡
を
受
け
た

土
地
、
．
邸
ち
創
設
地
畔
原
則
と

レ
て
移
動
出
豪
を
せ
ん
。

　
交
携
分
舎
に
僻
す
る
．

　
瓢
め
図
幅
：

　
’
　
：
剃
瓠
．
癩
木
伊
勢
婚

　
私
の
家
世
働
く
者
が
二
人
で

あ
診
ま
し
て
田
地
が
自
宅
よ
り

四
穴
三
三
の
所
に
あ
り
竜
ナ
、

今
患
で
は
毎
年
度
罪
作
り
や
、

萩
の
恥
入
れ
に
相
當
の
苦
勢
を

し
工
居
り
ま
し
」
た
P

第
剛
餐
作
〃
σ
夕
食
逼
げ
に
は

特
に
一
方
な
ら
ぬ
増
勢
を
レ
て
．

居
り
ま
し
て
仕
．
膓
を
や
り
乍
ら

も
9
と
勢
ヵ
O
か
志
ら
な
い
能

寧
の
上
る
資
姓
を
レ
て
み
た
い

乏
考
え
亡
層
妙
聾
し
た
。

ど
こ
ろ
が
昨
年
焚
換
分
合
が
始

ま
．
つ
た
め
で
ナ
。

計
歯
委
員
の
人
類
町
議
つ

諮
が
立
℃
ら
れ
、
私
の
田
に
ウ
，

い
て
も
焚
挨
の
鮒
照
に
な
φ
℃

唐
り
委
員
の
人
か
ら
話
が
溢
り
げ

糾
し
た
。
　
，
　
　
－

瓢
ば
そ
の
計
誉
閣
内
心
髄
．
L
ぐ

思
う
と
何
ん
惑
が
淋
し
く
な
り

ま
し
た
。

然
℃
思
炉
三
つ
ザ
凶
計
宿
委
員
の

一
例
一
門
讐
睡

れ
ば
良
か
っ
た
と
欝
う
二
三
瞭

一
パ
イ
で
ナ
。

’
朝
も
夕
知
見
ゐ
ヒ
為
が
二
丁
る
し

し
噂
堆
肥
渾
び
の
ζ
と
等
愚
う

時
嬉
し
《
て
な
ウ
ま
燃
ん
。
、

交
潮
の
前
巴
後
と
を
捻
べ
て
み

毫
す
と
堆
施
を
穂
．
の
冊
に
噸
回

，
逞
ん
で
み
た
の
毒
血
産
ぱ
六
回

迦
べ
・
る
よ
畜
な
り
ま
し
た
。

．
墨
画
据
μ
泥
げ
で
な
く
そ
の
他

に
嵐
便
利
な
こ
と
ば
言
ケ
ま
で

も
振
い
鼓
し
旗
う
。

－
幡
し
そ
の
陰
に
威
評
織
委
員
σ

為
骨
折
に
壇
愚
謝
申
上
げ
る
と
↑

共
に
村
立
の
、
皆
檬
に
も
こ
の
有
・

利
廠
交
換
分
合
を
庸
奨
め
し
た

い
と
思
い
堵
ず
η
，
ザ
　
　
一

　
　
　
　
　
唱
、

，
ヨ
　
四
日
謝
し
て
醜
口
頭
・

栂
し
て
（
釜
中
の
堀
、
．

三
二
を
す
る
4
幅
鱗
　
蕊
．

で
あ
る
其
れ
噂
婆
万

で
皆
、
夜
中
釜
嵐
ん
㌃
副
腫

の
で
あ
る
㌔
誉
署

す
る
新
名
專
必
氏
、

の
人
）
が
明
治
一
覧
7
十
，

女
が
出
産
テ
る
の
廿
木
人
…
し
瀞

簸
壷
漿
騰
蔽
．

寵
　
翌
朝
釜
慨
も
に
斜
U
ウ

峯
で
め
る
、
瀞
選
踊
躍

噸
の
炭
倣
通
雲
馬
齢

、
炭
も
無
き
物
と
旨
い

出
を
な
し
湿
る
に
嶺
竃
…
、

・
分
止
り
⑳
良
い
盛
炭

得、

ﾈ
の
で
あ
る
之
が

齢
毒
φ
盤
編
鳶

び
製
淡
者
ば
皆
之
に

．
す
る
櫟
．
に
な
つ
．
た
難

一
瓢
瀬
鼠
魔
鎗
の
厩
謹

吾
鵜
瀬
賦
は
耕
地
少
く
二
丁
を

業
と
し
て
生
計
す
る
者
が
多
い
・

晶
此
炭
焼
の
創
舶
ば
文
厭
又
口
碑

の
傳
わ
る
者
な
く
曙
か
に
・
無
る

・
妻
禺
譲
な
い
。

大
分
鳳
の
炭
焼
小
五
廓
の
物
語

，
禄
後
深
草
帝
の
朝
、
、
寅
治
年
聞

　
　
　
　
　
　
ぬ

（
今
よ
り
穴
霞
三
十
年
）
以
前

の
審
な
れ
ば
麟
分
古
く
よ
り
行

は
れ
た
も
め
で
あ
る
と
思
ふ
塾

　
予
が
少
年
の
頃
老
人
潤
め
謡

を
線
恰
す
る
に
雨
湿
に
て
製
炭

を
始
ぬ
た
0
倣
申
御
門
帝
の
朝

亨
保
年
間
（
今
よ
〃
凡
そ
二
百

四
＋
余
畿
拶
の
瞬
よ
り
と
偲

ふ
其
れ
以
前
ぱ
矢
鐸
と
卜
し
て

薪
の
原
太
を
伐
り
蝕
し
て
町
に

塩
出
し
謁
居
た
と
ゆ
礁
で
あ
斎

菱
掛
継
新
よ
丁
’
　
筋
，

に
，
嫁
　
　
　
i
－

二
年
頃
．
時
⑳
馨
，

海
野
寅
害
民
ト
が
今
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
聾

」
二
丁
に
紐
州
式
製
濃
．

雌
0
劣
法
を
停
繰

と
σ
事
を
阻
面
し
∵
慧
麗

炭
も
改
良
b
て
良
質
綴

出
せ
レ
め
々
と
㊨
嬬
灘

，
蛍
甑
を
履
入
る
　
事
を
嵐
予

予
に
も
同
還
す
当
国
　
漫

ら
れ
疑
O
噂
予
も
一

団
に
行
倒
右
働
娠
に
，

二
二
傳
課
せ
．
豊

凱
鶉
鑑

警
棊
尉
し
異
業
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ダ

難
纏
難
儀

弐
で
豊
郎
憲
略
譜

々
讐
－
～
，
，
軍


	財政事情報告書
	見よ東郷村の振興 振りを!!

	農地事業は存続します！

	部落表彰制度について
	三月臨時議会の結果について

